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鳥取県警備業協会主催のボランティア活動(船磯海岸清掃)について 

 

 安全安心産業である警備業協会会員等による地域貢献活動として清掃活動を実施し

ました。業務の都合でどうしても参加出来ない会員もあったものの多くの会員が参加

した。 活動状況は以下のとおりです。 

                 記 

１ 実施日時場所 

    令和元年７月１３日（土）  午前７時から午前８時３０分まで 

   鳥取市気高町八束水（船磯）地内海岸 

２ 参加会員 

    アトラス警備保障、ＡＬＳＯＫ山陰、企業警備保障、コアズ、コスモ警備保障、

山 陰警備保障、セコム、第一相互警備保障、鳥取警備保障、日本通運、富士綜合警

備保 障、北陽警備保障、ルートシー、ワイド警備保障             

        合計１４社 ３５人 (他事務局２人合計３７人） 

３ その他参加者 

  鳥取市職員６人 

４ 実施状況 

    今年の東部地区の清掃ボランティアは、最近、日本海沿いの海岸に多くのプラス

チ ック製品等のゴミが漂着し生態系を含めた海洋環境への影響や観光・漁業への影

響な どの問題もあり、自治体でも清掃活動を行っているが、回収できない漂着ゴミ

もたく さんあることから、今回も鳥取市職員と共に同海岸の清掃活動をすることに

なりました。 

  作業開始前に、当協会会長藤田泰央の参加者に対する謝辞、安全安心産業である

警 備業協会会員による地域貢献活動や社会貢献活動の必要性などの挨拶と事務局の

諸注 意の後、一斉に作業を開始した。 

  海岸の砂浜には、ペットボトルや発泡スチロールの容器包装から家庭用のオモチ

ャ など多数のプラスチック製品、流木などのゴミが流れ着いていたが、会員とその

従業 員や我々の活動に賛同していただいた鳥取市職員６人も参加していただき、さ

らには 同海岸でサーフィンしていた若者(男性)５人位の飛び入り参加もあり、参加

者全員が 廃棄物等の回収作業に汗を流しました。 

  参加者は、プラスチック類等の不燃物と木切れ等の可燃物の分別をしながら廃棄

物 を収集しました。収集した廃棄物は普通トラック(４トン位）２台分となりました。 

  鳥取県警備業協会はこれからも、様々なボランティア活動を通じ、環境問題にも

取 り組んで参ります。 

   実施状況は添付写真のとおりです。 
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